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（百万円未満四捨五入）

１．平成23年3月期第1四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年6月30日）
（1）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（2）連結財政状態

百万円 百万円 百万円 ％

２．配当の状況

- -
-

- - - -
（注）当四半期における配当予想の修正有無　　：　　無
23年3月期の配当予想額　　：　　未定

３．平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）
（％表示は、通期は対前期、第2四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

（注）当四半期における業績予想の修正有無　　：　　無
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（詳細は【添付資料】4ページ「２．その他の情報」をご覧下さい。）

（1）当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

新規 - 社 （社名） 除外 - 社 （社名）

（注） 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

（2）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

（注） 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

（3）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　　 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

　　 ② ①以外の変更 ： 無

（4）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期1Q 株 22年3月期 株

② 期末自己株式数 23年3月期1Q 株 22年3月期 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期1Q 株 22年3月期1Q 株

（※　四半期レビュー手続の実施状況に関する表示）

（※　業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項）
（1）

（2）

４．その他

当社は安定的な配当の維持及び向上を利益配分に関する基本方針としつつ、具体的な配当金額については、業績動向、財政状態、自社株買付を含む
株主還元率等を総合的に勘案して決定することとしています。現時点では次期配当の予定額は未定ですが、決定しだい速やかに開示いたします。

本資料で記述されている業績予想及び将来予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含ま
れております。そのため、様々な要因の変化により、実際の業績は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となる可能性があります。実際の業
績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、当社を取り巻く経済状況・為替レート・農業政策・公共投資及び民間設備投資の動向・市場における
競争的な価格プレッシャー及び市場に受け入れられる製品を当社が設計・開発し続けていく能力等があります。ただし、業績に影響を与える要因はこれ
らに限定されるものではありません。業績予想の前提となる条件等については、【添付資料】3ページ「1．当四半期決算に関する定性的情報　（３）連結
業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。
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